神戸市長田区における外国人集住と新たな「場所」の構築
山﨑孝史

1. はじめに

　2005年度の春巡検の訪問地の一つとして神戸市長田区を紹介する。長田区といえば、震災の甚大な被害を受けた場所であり、同時にベトナム人の集住地区として知られる。一見こうした二つの現象は自然災害からの復興と外国人の定住化という全く異なった社会過程としてとらえられがちであるが、同じ場所に生起するという意味において、関係しあった（同一の）過程と考えることができる。そうした異なった過程を媒介するのが地理学でいうところの「場所」の作用である。しかも、震災は広範囲ではあるが局地的に生じるローカルな現象であるのに対し、ベトナム人をはじめとする外国人労働力の流入はグローバルなスケールで生じる現象でもある。つまり、ローカルな場所に（こそ）グローバルな現象が発現し、私たちの日常生活の経験の一部を構成しているのである。そうした観点から、震災復興と多文化共生のまちづくりの展開を長田区という場所において確認してみたい。
2. 長田区と外国人労働力

神戸市における在日外国人の構成は京阪神地域の特徴として在日コリアンが卓越し、以下主要なエスニック（国籍）グループとして中国籍、米国籍が続く（図1）。全国的傾向同様に在日コリアンの減少と中国籍住民の増加が確認されるが、これら三つのグループが神戸市在住外国人の大半を占め、最近10年では震災後の一時的な減少を除き外国人総数が4万人から４万５千人程度まで増加し、2004年では全市人口の3%を占める（神戸市2004）。しかし、在日外国人の区ごとの分布（図2）を見れば、区によって在日外国人総数は異なるものの、特定のエスニックグループが特定の地域に集中する傾向があることが確認できる。今回の訪問地である長田区は在日外国人比率が2004年には7.8%に達し、神戸市内でも在日コリアンと共にベトナム籍住民が集住することで特徴付けられる（神戸市2004）。
ではなぜ長田区において特定のエスニックグループの集住が起こったのだろうか。答えは長田区の地場産業ともいえるケミカルシューズ産業にある。ケミカルシューズとは戦後に天然ゴムに代わる合成樹脂素材で製造された靴のことであり、神戸市が全国の80％の生産をあげるまでの産地に発展し、シューズ工場の多くが長田区と須磨区に集中したのである。ケミカルシューズ産業はその母体となるゴム産業やマッチ産業とともに低廉な労働力を必要とする産業であり、戦前から在日朝鮮人、被差別部落出身者、そして近年ではベトナム難民および未資格の外国人労働者を吸引してきた。現在、ケミカルシューズ関連産業の約6割から7割が在日コリアン経営者で占められているとされ、そこにニューカマーの外国人が雇用されるという就業構造を持っている（川越2001）。ただし、いうまでもなく、震災による打撃と円高や海外産地との競争の中で、現在のケミカルシューズ産業の衰退は深刻である。
　長田区におけるベトナム人雇用を促進した制度的要因は、1975年のベトナム戦争終結を受けて1978年から日本がベトナム難民を受け入れたことであり、その後彼・彼女らの家族を呼び寄せる政策（合法出国計画ODP、2004年3月終了）によってベトナム人入国者は増加した。難民認定を受けたベトナム人およびその家族には定住が認められ、就労にも制約がない。その結果、日本で出生した子供も2千人に達し、現在在日ベトナム人の数は一万人を超えている（立花2005）。神戸市内には2004年3月末現在でベトナム籍住民が1075人居住し、エスニックグループとしては米国籍に次ぐ規模であるが、10年前と比較すると約50％増加し、その半分以上は長田区に居住しているのである（図2）。
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出典：図1、2ともに神戸市（2004）より作成。
3. 震災と外国人を媒介する「場所」
　以上のような特徴を持つ長田区に1995年の阪神・淡路大震災が甚大な被害を与えたのであるが、特に外国籍住民は大きな困難に直面することになった。田村（2000: 11-12）によれば、兵庫県内の被災地10市10町に居住していた約8万人の外国人のうち約200人が亡くなり、負傷したり家を失ったりした者も数多くいた。そこで問題となったのは、言葉の壁などによる情報疎外であり、被災地において適切な行動が取れず、避難所の所在や避難所があるということすら理解できなかったケース、負傷して病院にいっても病状を適切に説明できなかったケース、あるいは住居や家族を失っても日本人とは平等に補償されないといったケースが確認された。阪神地域における外国人支援活動や自助組織の設立は、こうした震災という特異な状況の中で生まれ、進展していったのである。そして、震災を契機とする日本人と外国籍住民の協働の発祥の地とも言えるのが「カトリック鷹取教会」である。
　長田区の西端に位置し、大阪大司教区に属するカトリック鷹取教会は震災被害が最も大きかった場所にあった。震災によって教会は全焼したが、震災直後から教会敷地内に臨時診療所が建てられ、地域復興とベトナム人をはじめとする外国人被災者支援のための活動の一拠点となった。その活動は教会の司祭である神田裕（かんだひろし）氏によって先導されていったが、信徒をこえた多くのボランティアがこの教会で活動を継続し、教会はやがて「鷹取救援基地」と呼ばれた（写真1）。震災数ヶ月後にはベトナム人向けコミュニティＦＭ局「ＦＭユーメン」（現在の「ＦＭわぃわぃ」）が教会の仮設プレハブ小屋に開局し、ベトナム籍住民に対する地域情報がベトナム語によって提供され始めた（ＦＭわぃわぃ2005）。震災における外国人の情報疎外という教訓は、ここ鷹取から全国での多言語コミュニティＦＭ局の開設へと展開していく。これらのコミュニティＦＭ局は緊急時の災害情報だけでなく、外国籍住民に関わるさまざまな生活情報を多言語で提供する地域メディアとして定着している。
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図1　国籍別登録外国人数の推移（1994-2004）
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写真1　鷹取救援基地（カトリック鷹取教会）

出典：たかとり・コミュニティ・センター（2000）より転載。
 こうして鷹取教会は震災を契機として、宗教を超えた多様な活動を展開し、新しい情報を発信する場所へと変容していく。教会に結成された「鷹取救援基地」は2000年に「NPO法人たかとりコミュニティセンター」へと再編成され、より日常的な多文化共生のまちづくりをめざして活動する諸団体の拠点へと変身した（ただし現在センターは新築のため一時移転中）。現在は、「ＦＭわぃわぃ」（8言語での地域生活情報発信）、「リーフグリーン」（高齢者への配食・移送サービス提供）、「ツール・ド・コミュニケーション」（ＩＴを活用した地域活動支援）、「NGOベトナムin Kobe」（在日ベトナム人自助グループ）、「多言語センターFACIL」（翻訳・通訳事業コーディネート）、「アジア女性自立プロジェクト」（外国人女性自立支援）、そして「ワールドキッズコミュニティ」（多文化青少年少女育成支援）といった7つの団体が独自に活動しながら、協力してセンターを構成している（自治体国際化協会2005）。
4. 「場所」の変容と構築－むすびにかえて
　鷹取におけるこうした変化の意味を理解することは重要である。かつては低廉労働力依存型の地場産業によって支えられた場所が、震災と産業衰退という内外の影響を被る中で、その歴史的・地理的条件に立脚しつつ、外国人を含む被災者やボランティアが主体となって、これまで10年間にわたって新しい場所の意味（価値）付けを行ってきた。これは単にユニークな、あるいは模範となるまちづくりの事例なのではなく、場所を超えて展開する様々な社会過程、つまり産業・資本・労働力・情報のフローの中で、その歴史性や場所性に即したフローの結節として場所をどう再構築するのか、あるいはその必要性や可能性はあるのか、という極めて現代的な問題を提起している。そして、この問題は、グローバル化の進展とともに今後確実に日本の多くの場所が経験していくことに相違ないのである。私たちは何のために長田を見るのか、そして長田から何を見るのか今一度考えてみたい。
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